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緒 ニ=ロ

アヤギヌ属 Caloglossaの体の構造lζ関しては NAEGELI(1855)， CRAMER 

(1891)が C.Leprieuriiの体を許ヱ細[ζ観察している他， E. POST (1943)もC.

αめ~ata について体の形成を詳述して C. ogasaωara仰 szsや C.bornbayensis 

の成体を比較している。 また K.C. F AN (1952)は台湾産の C.bombayensis 

と日本産の C.LゆrzeurzzとC.ogasawaraensisについて閉じような観察を

行なったが更に C.bornbayensisの凶分胞子襲を具える体の構造と普通の栄

養校の構造を比較して，アヤギヌ属の胞子葉の形成されるのはその頂細胞の

性質が栄養校のものとその性質を具にするために胞子のできる特殊な組織が

できると考-えた。

筆者もとの類の体の構造について興味を有し，胞子葉の形成については

観察の結果 FAN氏と異なった見解[ζ到達したのでその概略を述べ度い。 起

筆に当り永い間御指導を賜わった九大瀬川博士が御急逝な された処，今回特

!こ山田博士の御校聞をいただく乙とができた もので，両博士{乙厚く御礼申上

げる次第である。

観察事項

資料は熊本県八代市日奈久の川口産のホ ソアヤギヌ C.ogasawa1'aensis

OKAM. と字士市や松橋H汀の汽水域のアヤギヌ C.Leprieurii (MONT.) J. AG. 

である。

体の形成は芽の先端の頂細胞 Apicalcellから始まる (Fig.r. 1， 3)0形は
ドーム状で横l乙分裂して円盤状細胞 Disc-shapedcellを分ち，乙れは更!こ縦

裂して3個の細胞とな り中央のものは中軸細胞 Centralcellと云い両側のも

のは側立后j心細胞 Lateralpericentral cellと呼ぶ。 ζζで周心細胞は斜の隔

壁によって上下に二分し，上部の細胞は小さく三角形をなすがとれを第一翼
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58 務類第9巻第2号昭和36年 8月

細胞 Primaryflanking cel1と 11予び， 下部の大きい方は再び縦裂して内側に

周心細胞，外側Iζは第二輿細胞 Secondaryflanking cellを生ずる (Fig.r， 4)。
次に第一翼細胞は斜の分裂によって，前記の周心細胞と同様な分裂をくり返

し，第二翼細胞はその都度縦裂してその外側に細胞を新生するから (Fig.r， 5) 
栄養校の憾が次第に形成される (Fig.r1.両図の上半部の構造)。乙のような分

裂が3回行なわれると以後は両翼細胞が単に縦裂することによって外側lζ新

しい細胞列を加える。アヤギヌの体のl揺の広いのはこの縦裂がくり返される

ためで， ホソアヤギヌではあまりくり返されず体の幅が狭い。 POST博士も

2 

Fig. 1. 
Caloglossa Le.ρl'ieUl'ii (MONT.) ]. AG 
1. Vegetative structur巴
2. Tetrasporic structure 

Caloglossa ogasa叩 araellsisOKAM. 

3-5. Development of vegetative structure 

6. Tetrasporic structur巴
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2 

Fig. II. 
1. Caloglossa ogasa叩araellsisOKAM. 
The !eft sicle showing tetrasporic structure， 

the right sicle vegetative structur巴

2. C. Lψl"ielt1"ii小110NT.).1. Ac 
The tetrasporic structure changing to vegetative 

structure from bas巴 toapex of the thallus x 160 
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C. adnataの幅の広い乙とと， 幅の狭い C.bombayensisや C.ogasawara-

enszsの体を比較して同 じ見解を述べ，FAN氏もそのような考えから体の細

胞列を比較している。同氏の資料となったアヤギヌとホソアヤギ ヌは筆者の

供給したものであるから，筆者の見解も とれに一致するのは当然である。ホ

ソアヤギヌでは芽が細いので細胞の分化が順序よく観察されるがアヤ ギヌで

は体の幅が広くて且つ芽が短いと分化が急激K行なわれる。またアヤギヌの

体の幅の広いのは若い翼細胞が著しく細長いからである.また細胞列も 乙の

細胞が細分するために増加する。

ホソアヤギ ヌもアヤギヌも栄養校と胞子葉との区別は，外形的!ζはあま

りはっき りした相違がなく，胞子葉は少し幅が広い乙とが多い。 胞子葉がで
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きるのは主枝IC::多いと POST博士は述べているが，アヤギヌ [ζは主校lζ多く ，

ホソアヤギヌには副校に多い。 体の細い c.bombayensisでは胞子を生ずる

部分がその基部よりもふくらんでいるので，基部は柄のように見えるから

POST博士はとれを Stichidium状の胞子葉即ち Stichidium-artigentwickelte 

Kurztriebeと称し FAN氏は明らかに Stichidiumと呼んでいる。

FAN氏は C.bombayensisの胞子葉の構造を観察 しているが併せて筆者

の送った資料には胞子を形成しているものがなかった旨を断っている。其の

後筆者は胞子葉の多いものを多数採集する乙 とができた。

アヤギヌ，ホソアヤギヌについて見ると，頂細胞から分れた円盤状細胞

は三分して中軸細胞と側立j笥心細胞を生ずるのは栄養校の場合と同じである

が， ζ の周心細胞は縦の分裂によって内側に周心細胞， 外側に~~細胞を生 じ ，

生じた34細胞は次々にその外側に新しい翼細胞を新生して体のl障を増すと共

!C::: ，内側lζ形成された翼細胞は横に分裂して上下の2細胞となり上部の大き

い方は更に 2回分裂して四分胞子襲 Tetrasporangiaを完成し， 下の方はそ

のまま保護細胞 Guardc巴IIとなる (Fig.I. 2， 6)。かくて中軸細胞の左右に

は通常相称的に胞子認を生ずる。 乙の事実 はFAN氏の観察，POST博士の

C. Beccarii， C. Lψrieurii var. Hookeri， C. stipitata (ζ関する図と よく一致

する。 FAN氏は乙の胞子葉の組織を Tetrasporicstructureとし，栄養校の

組織を V巴getativestructureとして区別している。

考察

FAN氏は栄養校と胞子葉との分化の起るのは，頂細胞の性質の相違lζ基

づくものと考えて，胞子葉を生ずる頂細胞を “Theapical cell of a branch 

destined to become a stichidium"と呼び，栄養校の頂細胞と性質を異にす

るものと説明している。しかし同氏の図説している C.bombayensisの Sti-

chidiumの柄の組織に於ける細胞の配列は栄養校の構造， 即ち Vegetative

structur巴を示しているので，とのStichidiumを生ずる際，初め頂細胞は栄

養校的特徴を帯びるが後に Tetrasporicstructureを形成し，頂細胞の性格

が時期によって変化するように考えねばならない。また岡村博士のホソアヤ

ギヌの胞子葉の図では胞子葉の配列は必ずしも中ililh細胞の左右で対称的にな

っていない。 乙の他 POST博士は C.stiρitatαで中軸の片方だけに四分胞子

襲を生じて反対側は殆んど萎縮した例を記載 している。

胞子形成が茅の性質によって決定されるならば，同ーの芽から二様の組
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織が前後して形成される筈はないと考えて，胞子葉を広 く観察した結果，ァ

ヤギヌでは Fig.II， 2の如き構造を捉えた。これは初め胞子を形成するTetra司

sponc structureが形成され， その次IC::栄養枝の組織 Vegetativestructure 

ができたものである。 ζのよう に途中で組織の性質が変化する 乙とは頂細胞

の性質の相違として説明する ζとは凶雑である。次に頂細胞からl胞子裂を生

ずる とすれば，中軸細胞の両側に相称的に形成されるものと三考えてホソアヤ

ギヌの体を精査して Fig.II， 1の如き例を見出したιζの図では刺!の左右で

胞子の形成がちがっているが，それは胞子が単に成熟の程度の売がある と云

うのではなく ，組織が根本的!こ呉なっている。J;I[Jち胞子のできている側では

周心細胞または第一翼細胞が縦裂して Tetrasporicstructureを作っている

が，胞子のない側では Vegetativestructureである。それ故胞子52のでき

るか否かは同心細胞または，第一翼細胞の分裂の0・方lζ支配される ことが分

る。

市吉 """" B問

アヤ ギヌ属の胞子葉では乙れを形成する頂細胞は，栄養校のものと異る

性質のものと考え られていたが，日本産アヤギヌ及びホソアヤギヌを観察し

て周心細胞或いは乙れから生ずる第一翼細胞の分裂の仕方によって，栄養枝

になった り胞子葉ができた りする乙とが分った。

Resume 

As a ru!巴，a tetrasporangium is formed symmetrically on the both sides of th巴

mid-rib of the thalllls， 日ndit has been consicl巴reclthat the characteristics of the 

clome-shapecl apica! cell determine the formation of veg巴tativeor tetrasporic structure. 

After th巴observationof difIerent stages of sporophyll， the wriler has found in 

the new bud of Caloglossa Lψ門 出ll-i.i(Fig. 1I， 2) a tetrasporic structure changing 

to a vegelative one from base to apex， ancl in the grown-up thallus of C. ogasa-

waraellsis (Fig. II， 1) the tetrasporic thalllls being formecl asymmetrically ancl the 

structure ot spore-bearing sicle being qllit巴clifferentfrom th巴 othersicl巴.

Comparing these two materials， the writer conclucles: the vegetative structure 

starts from the ob!ique clivision of lhe lateral pericenlral cells， while the tetrasporic 

one begins from a longitllclinal division of the pericentral c巴115or the first f1anking 

cells. 
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海藻細胞膜の複屈折

佐藤寿子*・中沢信 午料

H. SATO & S. NAKAZAWA: Birefringence of 
Cell Walls in Some Marine Algae 

緑蕊 Valoniaでは細胞膜の複屈折の研究から成長方向の主軸!ζ対して

らせん状の微細構造がある ζ とが知られている (WJLSON，1955)。また Fucus，

Pelvetiaなどの卵では発生lζともなって，しだいに細胞)肢が強化されてゆく

ことが複屈折の研究からわかった (LEVRJNG，1952)。一般に細胞肢の複屈折は

細胞の成長方向と密接!ζ関辿し，それは細胞の粍性のあらわれであり，細胞

!肢がどの方向[ζ桜屈折をもつかは細胞の穏性の方向を推定するデータとして

重大な広ri;{えをもつであろう。乙ういう見地において著者連は数種の海藻につ

いて細胞j肢の複屈折をしらべてみた。

材料および方法

材料として浅虫で採話した Cladoρhorautriculosa， Ceramium jaρonz-

cum， Chaelol1wl'ρha crassa， Halothrix lumbricalis， Polys~ρhonia urceolata， 

Porρhyra teneraおよび Monostromasp.をえらんだ。 これらはいずれも

採集後数時間通常の泌水とともにガラス鉢[ζ入れておき，その体の一部を切

りとって海水とと もにスライドガラスにのせ，カパーをかけて偏光顕微鏡で

観察された。 イ石i光顕微鏡はオ リンパスGKIζ同社の偏光プリズムをとりつけ

たもので，直交ニコ ノレの間!と 550mμ の第一次亦色似を入れて視嬰]ーを功、くし，

細胞j院によって生ずる干沙色から綾屈折を知った。光源には 100Wの白色ラ

八戸市波小学i後
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